
。噂 'l¥r

カ
リ
ー
ー
カ
ロ

ず
る
に
縦
金
と
い
ふ
の
は
な
い
か
ら
、
河
北
郷
狩
雌

-
w
m
o

野
の
設
で
あ
ら
う
と
記
す
る
o

-

カ
リ
ヤ
ス
ヤ
マ
刈
安
山
江
泊
部
風
谷
部
訴
の

カ
日
ガ
ネ
バ
ン
キ
ン
雁
金
制
金

J
キ
Y
カ
-
商
北
に
あ
っ
て
越
前
に
跨
る
山
。
商
さ
一
泊
.
四
入
米
。

金

代

。

一

地

質

第

一

一

一

紀

脳

ω
江
沼
志
摘
に
、
直
下
領
加
越
の
境

カ
日
ガ
ノ
狩
鹿
野
河
北
側
仰
英
川
郷
に
凶
す
る
一
に
あ
る
鋭
的
と
い
ふ
も
の
も
悶
躍
で
あ
ら
う
。

都
w

m

o

h

カ
リ
ヤ
タ
カ
ト
モ
狩
谷
竹
銅
初
名
阪
平
・
隆

カ
リ
ゴ
ダ
ニ
イ
シ
か
り
と
谷
石
悶
京
都
一
一

χ
友
、
後
に
殴
友
・
高
制
・
竹
制
。
迦
都
金
作
・
金
苔
。

川
に
蔑
す
る
。
卸
石
安
山
岩
質
礎
知
爪
岩
で
、
麟
色
の
一
そ
の
時
を
抑
制
M
m
m
と
い
う
た
。
夙
に
問
中
招
之
の
門

安
山
岩
質
石
基
中
に
、
白
色
及
び
附
出
色
の
砂
礁
を
含
に
入
っ
て
栄
町
内
引
を
修
め
、
第
永
五
年
明
倫
常
に
新
た

み

、

粒

稲

大

で

硬

い

。

一

に

張

感

の

科

を

設

け

た

時

朋

之

を

訓

導

と

し

、

滞

い

カ
リ
ダ
カ
億
一
回
間
滞
政
の
時
、
似
に
設
定
し
た
一
て
竹
剰
が
壊
げ
ら
れ
た
。
常
時
怒
府
は
外
凶
と
、
遁
簡

m地
の
高
を
い
ふ
o
例
へ
ば

η石
兎
六
つ
の
地
を
、
一
候
約
を
紡
ば
う
と
し
た
が
、
竹
納
は
之
を
憤
慨
し
、

泊
四
つ
と
し
て
寺
院
に
得
附
L
た
時
、
残
俄
の
一
円
.LU

↑
駁
附
長
賦
を
詠
じ
て
志
を
越
べ
‘
又
安
政
四
年
前
回

兎
二
つ
の
地
が
あ
る
如
〈
計
録
す
る
を
い
ふ

oxη
一
持
識
が
摂
士
搬
入
に
命
じ
て
狽
柴
山
間
史
一
械
を
捜
ば
し

石
免
三
つ
の
地
が
給
人
の
知
行
所
た
る
時
、
宵
姓
か
一
め
た
時
、
竹
制
は
朋
之
の
栄
を
綴
ぎ
、
そ
の
廿
一
泊
.
巻

ら
手
上
抱
一
つ
を
噌
紙
上
納
す
れ
ば
、
そ
の
給
人
か
一
編
輔
の
功
を
峻
っ
た
。
際
滞
の
後
明
治
五
年
竹
靭
自

ら
上
り
知
に
す
る
ま
で
の
閥
、
…
内
.
お
抱
一
つ
の
地
あ
一
山
比
時
制
枇
宮
司
に
任
じ
、
十
一
年
六
周
三
十
日
夜
、

る

が

如

〈

把

帳

ず

る

の

を

も

い

ふ

o

一

事

年

五

十

七

ω
者
す
所
以
戒
額
制
・
之
一
昨
乃
御
街
・
宇

カ
ロ
マ
タ
ジ
マ
雁
股
島
臨
東
側
仰
の
お
上
七
つ
一
迦
能
楽
多
協
・
附
刷
新
論
・
群
持
織
抄
・
古
文
民
俗
考
・

島
の
一
つ
。
輪
島
の
裕
士
は
矢
筈
品
と
呼
ぶ
。
事
保
遊
の
む
く
い
一
名
志
引
の
山
継
・
那
良
乃
志
乎
理
・
提

の
議
上
に
、
『
か
ち
ま
た
は
ω
、
高
さ
九
問
機
、
長
さ
四
・
弓
附
集
・
白
山
続
行
集
等
が
あ
る
。

十
閲
哉
、
幅
十
五
閥
様
。
此
ぬ
の
内
草
木
等
伶
て
然
一
カ
日
ヤ
ホ
ウ
サ
イ
狩
谷
芳
爾
名
は
直
行
。
金

之
。
大
内
町
よ
り
か
り
ま
た
島
へ
路
上
六
町
税
。
』
と
あ
一
搾
の
人
で
、
大
白
川
桃
年
・
木
下
附
民
等
と
詩
語
の
交

ろ

。

一

・

を

な

し

た

o
M人
丹
背
の
授
や
・
附
川
紛
溺
に
摂
び
、
描

カ
ロ
ヤ
ガ
ハ
億
屋
川
珠
洲
都
北
方
衡
か
ら
流
-
〈
腕
制
労
拐
す
る
に
京
っ
た
。
明
治
八
年
夜
、
飴
七

mし
、
問
領
で
絡
に
入
る
。
流
機
一
粁
六
許
。
能
程
十
六
。

誌
に
、
『
北
方
村
巾
ヘ
流
る
L
川
を
似
M
m
川
と
い
ふ
。
一
ガ
日
ユ
ウ
ザ
ン
臥
館
山
金
制
伴
城
東
な
る
卯
反

此
川
の
織
を
似
騒
織
と
い
ふ
。
い
に
し
へ
…
一
一
崎
一
大
御
一
山
の
別
れ
ω
筑
浦
五
郎
左
衛
門
の
秘
笈
維
部
に
、
『
或

御
率
あ
り
し
陥
.
此
栂
爪
に
玉
附
の
似
M
m
あ
り
し
政
一
一
蹴
に
線
信
松
任
脱
む
に
、
此
山
は
臥
た
る
飽
に
似
た

の
名
な
り
と
い
ひ
偲
へ
り
o
』
と
あ
る
。
一
・
り
、
お
れ
た
る
べ

L
と
臼
と
也
。
臥
飽
山
と
い
ふ
山

カ
9
ヤ
完
苅
安
能
美
術
白
峰
ハ
笛
午
首
》
の
内
一
な
り
o
』
と
見
え
る
が
、
何
等
棋
擦
が
な
い
。

の

小

手

。

一

カ

日

ヨ

hv

翻
涼

j
サ
カ
ジ
リ
ヤ
カ
リ
ヨ
ウ

カ
日
ヨ
ウ
ヨ
リ
キ
加
領
奥
カ
務
総
の
士
が
共

の
食
線
の
若
干
を
捌
い
て
之
を
嫡
子
以
外
の
子
弟
に

奥
へ
、
別
に
家
を
な
さ
し
め
る
に
笛
り
、
務
よ
り
鑓

詐
か
を
補
助
し
て
奥
力
た
ら
し
め
ら
れ
た
も
の
を
い

ふ
。
天
和
二
年
十
一
周
十
九
日
前
回
綱
紀
初
め
て
こ

の
制
を
定
め
、
十
二
周
廿
四
日
一
点
人
の
加
領
奥
カ
が

命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
悦
腹
絶
し
た
。

カ
ル
シ
リ
騒
尻

J
ホ

Y

マ
本
席
。

カ
ル
ξ

軽
海
能
美
郡
概
梅
郷
に
幽
す
る
認
務
。

方
ル
ミ
ゴ
ウ
軽
海
郷
能
美
郡
の
古
郷
名
で
、

和
名
抄
に
『
駿
議
、
加
留
美
』
と
あ
る
。
白
山
記
に

も
『
乃
美
郡
臨
海
郷
松
谷
住
如
是
坊
』
が
見
え
、
又

天
文
十
三
年
十
一
周
一
一
一
日
附
の
文
書
に
は
、
『
禁
裏
御

料
腕
賀
州
概
綴
郷
御
代
官
職
事
、
被
仰
付
白
山
長
定

白
光
院
結
。
』
と
い
ひ
、
務
政
時
代
に
も
瞬
梅
郷
が

倫
存
す
る
。

カ
ル
ミ
ゴ
ウ
軽
海
郷
能
央
部
に
臨
し
、
務
政

時
代
で
は
神
・
打
越
・
若
桜
・
八
幡
・

E
謡
寺
・
花
坂
・
長

谷
・
波
佐
谷
・
一
北
側
寺
・
大
野
・
江
指
・
搾
・
金
平
・
松
閥
・

拙
城
・
布
橋
・
盟
原
・
披
住
総
・
税
脅
下
・
岩
上
・
商
俣
・

尾
小
屋
・
阿
手
・
五
十
谷
・
敏
顕
・
三
瀬
・
柳
原
・
野
地
・

相
槌
・
一
柳
子
清
水
・
二
曲
・
清
水
・
コ
一
坂
・
若
原
・
左
様
・

渡
禄
・
別
宮
・
別
{
呂
出
・
杉
森
・
中
，
峠
・
コ
一
谷
・
嵐
・
上
饗

ロ
・
下
袈
ロ
・
原
・
雄
谷
・
岩
淵
・
申
・
嘩
掠
・
荒
木
凶
・
佐

々
木
・
金
屋
・
漆
・
白
江
の
五
十
四
ヶ
村
を
含
ん
で
ゐ

た
。
外
に
小
松
町
は
慨
梅
郷
・
商
代
郷
・
架
・
樟
郷
の
入

曾
で
あ
る
と
す
る
設
も
あ
る
。

カ
レ
キ
バ
シ
枯
木
橋
金
持
橋
梁
記
に
、
『
か
り

木
備
、
尾
張
町
下
也
』
と
あ
る
も
.
の
で
、
今
も
悦
人

か
り
き
橋
と
呼
び
絞
っ
て
ゐ
る
。
往
時
此
の
橋
・
溢
に

柏
木
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
o
文
掛
遺
梼
と
も
呼
び
、

明
治
麗
藩
置
腐
の
後
土
栂
と
な
っ
た
。

二
一
四

搾
尾
張
町
と
橋
場
町
と
の
境
な
る
升
形
に
惣
椛
の
門

が
あ
り
‘
此
の
門
は
浅
野
川
口
の
惣
門
で
、
開
川
口

な
る
存
林
幼
の
升
形
門
と
刺
射
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
創
武
に
闘
す
る
記
録
は
な
い
が
、
隠
M
K
四

年
惣
締
捌
の
州
旅
し
た
と
問
時
に
起
っ
た
も
の
で
あ

ら
う
。カ

レ
キ
マ
チ
柏
木
町
金
持
の
鶴
町
名
。
金
制
作

柏
木
橋
か
ら
浅
野
川
大
橋
に
京
る
刷
で
、
一
に
浅
野

川
掛
作
り
と
も
い
ひ
、
今
は
鵠
場
町
と
い
ふ
も
の
で

あ
る
。
柿
木
町
の
か
引
は
早
〈
絶
え
た
。

カ
レ
プ
チ
枯
淵
江
訓
郡
奥
山
方
に
闘
す
る
部

務。
カ
レ
プ
チ
ガ
ハ
錨
淵
川
江
泊
榔
紡
捌
領
で
、

富
士
お
ヶ
岳
の
東
北
か
ら
川
で
、
た
か
い
れ
と
い
ふ

腕
で
大
現
寺
川
に
合
す
る
。

カ
ロ
ウ
家
老
〈
一
〉
加
到
滞

l
年
街
中
に
次
ぐ

老
聴
で
あ
る
。
後
悦
で
は
人
持
組
の
士
一
ピ
瓜
石
以
上

の
も
の
は
、
他
恥
を
純
ず
し
て
買
に
御
家
老
た
る
こ

と
を
得
、
然
ら
ざ
る
も
自
分
知
三
千
石
以
上
の
人
持

は
御
家
老
に
な
る
資
栴
が
あ
っ
た
。
年
待
の
事
務
を

輸
け
、
務
侯
参
勤
の
時
は
一
人
施
供
奉
し
、
又
一
人

は
交
代
し
て
江
戸
に
滞
在
し
、
江
戸
滞
邸
の
諸
務
を

総
管
し
た
。
御
家
老
の
人
数
は
不
定
で
、
常
役
を
命

ぜ
ら
れ
た
後
泊
っ
て
年
浴
中
御
用
の
加
刊
を
命
ぜ
ら

れ
た
。
御
家
老
の
起
元
は
不
明
で
あ
る
が
、
随
投
十

四
年
頃
松
平
伯
待
限
定
・
跡
地
闘
将
之
買
が
勤
め
て
、

前
回
判
長
限
問
後
の
御
附
と
な
り
‘
抱
永
一
苅
年
奥
村

凶
鴫
易
英
、
十
三
年
旅
川
勘
兵
衛
軍
次
、
十
四
年
今

技
民
協
直
也
、
十
五
年
祁
川
玄
帯
正
邸
、
十
七
年
前
川

内
臓
先
知
民
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
又
同
年
六

H
廿
一
日

制
尾
市
千
.
殿
助
寅
次
・
背
山
特
設
育
除
の
任
ぜ
ら
れ
た
F

の
は
小
挫
附
で
あ
る

o
E保
元
年
葛
巻
隼
人
昌
俊
、
-

j
v

議
拘
渦
畑
地
鳴
禽
崎
幅
四
一
致
r

p

r


